
JP 5465076 B2 2014.4.9

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
第１筐体と、
前記第１筐体とスライド可能、または、回動可能、または、折りたたみ可能に連結された
第２筐体と、
を備えた携帯端末装置において、
前記携帯端末装置への接触、または、近接の有無を検出する使用状態検出部と、
前記第１筐体と前記第２筐体の相対的な位置関係の変化を検出する形態変化検出部と、
前記使用状態検出部が前記携帯端末装置への接触、または、近接があると検出した場合に
、前記形態変化検出部が第１筐体と前記第２筐体の相対的な位置関係の変化を検出したと
き、前記第１筐体と前記第２筐体の相対的な位置関係が変化したことを通知する通知部と
、を備え、
前記通知部による通知中、前記形態変化検出部により、前記第１筺体と前記第２筺体の相
対的な位置関係の変化が再び検出された場合、前記通知部は通知を終了する
ことを特徴とする携帯端末装置。
【請求項２】
前記通知部による通知中、前記第１筺体と前記第２筺体の相対的な位置関係が再び変化し
なかった場合、前記通知部は通知を継続することを特徴とする請求項１に記載の携帯端末
装置。
【請求項３】
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入力を受け付ける入力部をさらに備え、
前記使用状態検出部が前記携帯端末装置への接触または近接を検出した場合、前記形態変
化検出部が前記第１筺体と前記第２筺体の相対的な位置関係の変化を検出したとき、前記
入力無効部は入力を無効にすることを特徴とする請求項１、または、２に記載の携帯端末
装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、携帯端末装置を耳に当てて使用する機能に関する発明である。
【背景技術】
【０００２】
　現在普及している携帯端末装置には、スライド型や折りたたみ型のように形態が様々に
変化するもの、電話機能以外にも多くの機能が備えられているものがある。音に関する機
能としては、例えば、電話機能に限らず音楽再生機能、メッセージ録音、及び、メッセー
ジ再生機能などがある。通常、これらの音に関する機能は、ユーザーが耳に当てて使用す
ることが想定される。
【０００３】
　しかしながら、ユーザーが音に関する機能を利用している場合に、ユーザーの意図しな
い機能が実行されることによって、ユーザーに害悪がおよぶ虞がある。ユーザーに害悪が
およぶ虞がある場合とは、例えば、通話中に予め設定されたアラーム機能による振動や音
に関する通知が実行された場合が想定される。
【０００４】
　引用文献１には、音に関する機能を使用中に着信音が報知された際に、ユーザーに対し
及ぶ害悪を課題としている。具体的には、音声に係る所定の機能が実行されている場合に
、着信があったときは着信報知を振動のみで行った後に音によって報知を行うなど、着信
態様を変化させる技術などが記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００７－１５１１９２号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特許文献１で課題としている場合の他にも、ユーザーが所望した機能を
実行中に、ユーザーに害悪が及ぶ虞がある場合がある、例えば、ユーザーが耳に当てて携
帯端末装置１００を使用している場合に、ユーザーの無意識の操作によって意図せずに携
帯端末装置の使用状態（以下、形態という）が変化した場合などが考えられる。
【０００７】
　本発明は、ユーザーが携帯端末装置を耳に当てて使用している場合に、ユーザーの無意
識の操作によって意図せずに携帯端末装置の形態が変化したとき、ユーザーに対して起こ
る害悪を防止することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上述した目的を達成するために、本発明のある局面においては、携帯端末装置は、第１
筐体と、前記第１筐体とスライド可能、または、回動可能、または、折りたたみ可能に連
結された第２筐体と、を備えた携帯端末装置において、前記携帯端末装置に、人体が接触
、または、近接しているか否かを検出する使用状態検出部と、前記第１筐体と前記第２筐
体の相対的な位置関係の変化を検出する形態変化検出部と、前記使用状態検出部が前記携
帯端末装置に人体が接触、または、近接していると検出した場合に、前記形態変化検出部
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が第１筐体と前記第２筐体の相対的な位置関係の変化を検出したとき、第１筐体と前記第
２筐体の相対的な位置関係が変化したことを通知する通知部と、を備える。
【０００９】
　好ましくは、携帯端末装置は、入力を受け付けるタッチパネルと、前記タッチパネルに
、人体が接触、または、近接している面積を第１の閾値として予め記憶している記憶部を
備え、前記使用状態検出部は、タッチパネルに入力される面積が前記記憶部に記憶された
前記第１の閾値以上である場合、前記携帯端末装置に人体が接触、または、近接している
と検出する。
【００１０】
　好ましくは、前記第１筐体と前記第２筐体の相対的な位置関係の変化に要する時間を測
定するタイマ部と、前記記憶部はさらに、前記第１筐体と前記第２筐体が形態の変化に要
する時間を予め第２の閾値として記憶しており、前記形態変化検出部は、前記タイマ部が
測定した時間が前記記憶部に記憶された第２の閾値よりも長いと検出した場合に、前記第
１筐体と前記第２筐体の相対的な位置関係が変化することを検出する。
【００１１】
　好ましくは、情報を表示する表示部を備え、前記通知部は、前記表示部に情報を表示す
ることにより通知する。
【００１２】
　好ましくは、発光する発光部と、振動する振動部と、を備え、前記通知部は、前記発光
部の発光または／及び前記振動部の振動により通知を行う。
【００１３】
　好ましくは、入力を受け付ける操作部を備え、前記操作部、または／及び、前記タッチ
パネルからの入力を無効にする入力無効部を備え、前記使用状態検出部が前記携帯端末装
置に人体が接触、または、近接していると検出した場合に、前記形態変化検出部が第１筐
体と前記第２筐体の相対的な位置関係の変化を検出したとき、前記入力無効部は入力を無
効とする。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、ユーザーが携帯端末装置を耳に当てて使用している場合に、ユーザー
の無意識の操作によって意図せずに携帯端末装置の形態が変化したとき、ユーザーに対し
て起こる害悪を防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の実施の形態の一例を示す携帯端末装置１００の外観斜視図。
【図２】本発明の実施の形態の一例を示す携帯端末装置１００のブロック構成図。
【図３】図２に示す携帯端末装置１００のＲＯＭ１９０に記憶されたメモリマップ。
【図４】図２に示す携帯端末装置１００の制御部２２０の内部構成図。
【図５】図１に示す携帯端末装置１００の形態の変化を示す図。
【図６】図２に示す携帯端末装置１００の表示部１１０に表示される画像の概略図。
【図７】本発明の実施の形態の一例を示す電話着信プログラムのフローチャート。
【図８】本発明の実施の形態の一例を示す使用状態検出プログラムのフローチャート。
【図９】本発明の実施の形態の一例を示す状態変化検出プログラムのフローチャート。
【図１０】本発明に係る携帯端末装置の形態の変化を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　本発明の実施の形態に係る携帯端末装置は、ユーザーが耳に当てて使用している場合に
、ユーザーの無意識の操作によって意図せずに携帯端末装置の形態が変化したとき、ユー
ザーに対して起こる害悪を防止するために、ユーザーに形態が変化している旨を通知する
。
【００１７】



(4) JP 5465076 B2 2014.4.9

10

20

30

40

50

　本実施例においては、ユーザーが携帯端末装置１００を耳に当てて使用している場合の
一例として、通話時において携帯端末装置１００が行う処理を以下に説明する。
【００１８】
　〔構成〕
まず、図１～図６を用いて携帯端末装置１００の構成について説明する。
【００１９】
　図１は、携帯端末装置１００の外観斜視図である。携帯端末装置１００は第１筐体１０
１と第２筐体１０２がスライド可能に連結されている。
【００２０】
　図１に示す携帯端末装置１００の外観には、タッチパネル１０５、操作部１２０、発光
部１６０、スピーカ１３０、マイク１４０が備えられている。
【００２１】
　図２は、携帯端末装置１００のブロック構成図である。携帯端末装置１００は、タッチ
パネル１０５、操作部１２０、スピーカ１３０、Ｄ/Ａコンバータ１３５、マイク１４０
、Ａ／Ｄコンバータ１４５、振動部１５０、発光部１６０、無線回路１７０、アンテナ１
７５、撮影部１８０、ＲＯＭ１９０（ＲＥＡＤ　ＯＮＬＹ　ＭＥＭＯＲＹ）、ＲＡＭ２０
０（ＲＡＮＤＯＭ　ＡＣＣＥＳＳ　ＭＥＭＯＲＹ）、開閉センサ２１０、制御部２２０に
よって構成されている。
【００２２】
　タッチパネル１０５は、表示制御部１０６、表示部１１０、タッチパネル入力部１１５
を含む。
【００２３】
　表示制御部１０６は、制御部２２０からの制御信号に基づいて、ＲＯＭ１９０、ＲＡＭ
２００に記憶された情報を表示部１１０に表示するための制御を行う。表示するための制
御とは、例えば、表示部１１０に情報を表示する際の明るさの調整、コントラストの調整
、表示する画像の向きの調整、表示する時間の調整などを含む。
【００２４】
　表示部１１０は、表示制御部１０６を介して、携帯端末装置１００に備えられた機能を
実現するために各種情報を表示する。各種情報とは、例えば、機能メニュー、メール、ア
ドレス帳、電話の着信履歴や発信履歴、メールの送信履歴や受信履歴、データフォルダに
保存された文字データや画像データなどを含む。表示部１１０は、例えば液晶ディスプレ
イ、有機ＥＬ（ＥＬＥＣＴＲＯ　ＬＵＭＩＮＥＳＣＥＮＣＥ）ディスプレイ、プラズマデ
ィスプレイ、電子ペーパーなどにより実現される。
【００２５】
　タッチパネル入力部１１５は、ユーザーが指やペンなどにより触れた位置を検出して、
位置に応じた座標を制御部２２０に入力するポインティングデバイスである。タッチパネ
ル入力部１１５は、表示部１１０の上面に配置される。ユーザーが指やペンなどに触れる
とは、例えば、タッチパネル入力部１１５の表面を指やペンなどによって押したり、撫で
たり、描いたりすることである。つまり、タッチパネル入力部１１５は、ユーザーが押し
た位置や撫でた方向や描いた図形などの座標を制御部２２０に入力する。タッチパネル入
力部１１５によって座標を検知する方法には、例えば、ユーザーがタッチパネル１０５に
触れた際に生じる静電容量の変化を検知する静電容量方式や、抵抗膜方式、光学式、超音
波表面弾性波方式、赤外線遮光方式、電磁誘導方式、画像認識方式などがある。
【００２６】
　操作部１２０は、ユーザーからの操作の入力を受け付ける。操作部１２０が受け付けた
入力は、制御部２２０に入力される。
【００２７】
　スピーカ１３０は、制御部２２０からの制御信号によって外部に音を出力する機能を有
する。スピーカ１３０は、Ｄ/Ａコンバータ１３５を介して制御部２２０と接続されてい
る。
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【００２８】
　Ｄ/Ａコンバータ１３５は、制御部２２０から入力されたデジタル信号をアナログ信号
に変換する。Ｄ/Ａコンバータ１３５は、変換したアナログ信号を、スピーカ１３０へ出
力する。
【００２９】
　マイク１４０は、音声などの外部からの音を入力する機能を有する。マイク１４０は、
入力された音をアナログ信号としてＡ／Ｄコンバータ１４５に出力する。マイク１４０は
、Ａ／Ｄコンバータ１４５を介して制御部２２０と接続されている。Ａ／Ｄコンバータ１
４５は、マイク１４０より入力されたアナログの音声信号を、デジタル信号へ変換して、
制御部２２０に出力する。
【００３０】
　振動部１５０は、制御部２２０からの制御信号によって機械的振動を生じる。振動部１
５０は、例えば、モーターなどから構成され、電話の発着信、メールの送受信、アラーム
日時到来などを機械的振動としてユーザーへ報知する。
【００３１】
　発光部１６０は、制御部２２０からの制御信号によって外部へ光を照射する機能を備え
る。発光部１６０は、例えば、ＬＥＤなどの発光素子により構成され、電話発着信、メー
ル送受信、録音メッセージ再生、音楽データ再生、アラーム日時到来などを、外部へ光を
照射することによりユーザーへ報知する。
【００３２】
　無線回路１７０は、アンテナ１７５から入力された所定の高周波信号に復調処理、及び
、復号処理を施してデジタルの音声信号へと変換する。また、制御部２２０から入力され
たデジタルの音声信号には符号化処理及び変調処理を施して、高周波信号に変換する。変
換した高周波信号を、無線回路１７０はアンテナ１７５へ出力する。
【００３３】
　アンテナ１７５は、所定の周波数の電磁波を受信して高周波信号として無線回路１７０
に出力する。また無線回路１７０より出力された高周波信号を所定の周波数の電磁波とし
て出力する。
【００３４】
　撮影部１８０は、画像を電子データとして取得する機能を有する。撮影部１８０が取得
した画像は、ＲＯＭ１９０やＲＡＭ２００に記憶される。撮影部１８０は、例えば、ＣＣ
Ｄ（ＣＨＡＲＧＥ　ＣＯＵＰＬＥＤ　ＤＥＶＩＣＥ）カメラや、ＣＭＯＳ（ＣＯＭＰＬＥ
ＭＥＮＴＡＲＹ　ＭＥＴＡL　ＯＸＩＤＥ　ＳＥＭＩＣＯＮＤＵＣＴＯＲ）カメラなどに
より構成される。なお撮影部１８０は、携帯端末装置１００の筐体裏面に備えられている
ため図１には図示していない。
【００３５】
　ＲＯＭ１９０は、携帯端末装置１００に備えられた各種処理を実行するためのプログラ
ムやデータなどを記憶する。
【００３６】
　ＲＡＭ２００は、制御部２２０からアクセス可能であり、制御部２２０が各種処理を実
行するための一時記憶領域（バッファ領域とも呼ぶ）として利用される。
【００３７】
　開閉センサ２１０は、携帯端末装置１００の形態が開状態、又は、閉状態であるかを検
出する。
【００３８】
　制御部２２０は、携帯端末装置１００に備えられたソフトウェアやハードウェアを制御
する。例えば、制御部２２０は、操作部１２０、または、タッチパネル入力部１１５がユ
ーザーより受け付けた入力に基づいて、携帯端末装置１００に備えられた各種機能を実行
する。また、制御部２２０は、ＲＯＭ１９０やＲＡＭ２００と協働して携帯端末装置１０
０に記憶されたプログラムを実行する。
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【００３９】
　ここで携帯端末装置１００に記憶されたデータ、及び、プログラムについて図３を用い
て説明する。
【００４０】
　図３は、ＲＯＭ１９０に記憶されている情報の配置（メモリマップと呼ぶ）を示す。メ
モリマップには、制御部２２０と協働して各種処理を行うプログラムを記憶するプログラ
ム記憶領域３１０と、各種処理において利用されるデータ記憶領域３５０が含まれる。プ
ログラム記憶領域３１０には、電話着信プログラム３２０、使用状態検出プログラム３３
０、形態変化検出プログラム３４０などが含まれる。データ記憶領域３５０には、アドレ
ス帳３６０、通知データ３７０などが含まれる。
【００４１】
　プログラム記憶領域３１０に記憶されているプログラムについて説明する。
【００４２】
　電話着信プログラム３２０は、電話の着信にユーザーが応答して、携帯端末装置１００
を耳に当てて使用している場合に、ユーザーの無意識の操作によって意図せずに携帯端末
装置１００の形態が変化したときに、形態が変化した旨を通知する処理を行う。
【００４３】
　使用状態検出プログラム３３０は、ユーザーが携帯端末装置１００を耳に当てて使用し
ているか否かを検出する処理を行うプログラムである。
【００４４】
　形態変化検出プログラム３４０は、携帯端末装置１００がユーザーの意図しない形態の
変化をしたか否かを検出する処理を行うプログラムである。
【００４５】
　アドレス帳３６０には、ユーザーの操作により入力されたアドレス情報が記憶されてい
る。アドレス情報は、電話番号やメールアドレスなどを含み、電話番号やメールアドレス
と関連付けた、氏名、メモリ番号、住所、誕生日、グループ（例えば学校や仕事先などの
所属に関する情報）なども記憶されている。
【００４６】
　通知データ３７０には、ユーザーが携帯端末装置１００を耳に当てて使用している場合
に、ユーザーの無意識の操作によって意図せずに携帯端末装置１００の形態が変化したと
き、形態が変化した旨を通知するためのデータが記憶されている。通知データ３７０とし
て、例えば、発光部１６０が発光する色、時間などが含まれる。また、振動部１５０が振
動する振動パターン、振動する時間などが含まれる。さらに、表示部１１０が表示する情
報、情報の表示時間、マイク１４０が出力する音なども含まれる。通知データ３７０の一
例として、表示部１１０に表示する情報の一例を図６に示す。図６(ａ)は通話中に表示部
１１０に表示される画面の一例を示す。図６（ｂ）には、携帯端末装置１００を耳に当て
て使用している場合に、ユーザーの無意識の操作によって意図せずに携帯端末装置１００
の形態が変化したときに、表示部１１０に表示する情報の一例を示す。図６（ｂ）に示す
ような情報を表示部１１０に表示することによってユーザーに携帯端末装置１００の形態
が意図せずに変化していることを通知して、形態の変化がユーザーに与える害悪を防止す
ることができる。
【００４７】
　なお、プログラム記憶領域３１０、及び、データ記憶領域３５０には、上記した以外に
も携帯端末装置１００に備えられた各種機能を実行するために必要なプログラム、及び、
データが記憶されているものとする。
【００４８】
　次に、携帯端末装置１００に記憶された各種機能を実行するために、制御部２２０に備
えられた構成について図４を用いて説明する。
【００４９】
　制御部２２０には、図４に示すように、電話着信処理部４１０、判断部４２０、使用状
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態検出部４３０、形態変化検出部４４０、タイマ部４５０、通知部４６０などが含まれる
。
【００５０】
　電話着信処理部４１０は、ＲＯＭ１９０に記憶された電話着信プログラム３２０を実行
する。
【００５１】
　判断部４２０は、操作部１２０、または、タッチパネル入力部１１５がユーザーより受
け付けた入力が携帯端末装置１００に備えられたどの機能を実行するための入力であるか
を判断する。例えば、判断部４２０は、操作部１２０、または、タッチパネル入力部１１
５がユーザーより受け付けた入力がアドレス帳３６０を開くための入力であるか否か、通
話を開始するための入力であるか否か、着信を開始するための入力であるか否か、通話を
終了するための操作であるか否かなどを判断する。
【００５２】
　使用状態検出部４３０は、ＲＯＭ１９０に記憶された使用状態検出プログラム３３０を
実行する。ここで、使用状態検出部４３０が行う処理の一例として静電容量方式のタッチ
パネル入力部１１５と協働した使用状態の検出処理について説明する。ＲＡＭ２００には
、予め、人の耳がタッチパネル入力部１１５に接触した際に一度にタッチ入力される面積
を閾値ｘとして記憶している。使用状態検出プログラム３３０では、タッチパネル入力部
１１５から入力される面積（ここでは測定値ｓと定義する）が閾値ｘ以上であれば、ユー
ザーが携帯端末装置１００を耳に当てて使用していると判断する。一方、入力される値が
閾値ｘ未満であれば、ユーザーが携帯端末装置１００を耳に当てて使用していないと判断
する。
なお、閾値ｘはユーザーがタッチパネル１０５に耳を接触させた際の接触面積を任意の回
数測定した結果の平均値とする。平均値を閾値ｘとすることで、ユーザーの使用方法に即
した使用状態の検出が可能となる。なお、閾値ｘは、ユーザーの使用方法に即した使用状
態の検出を行うために、閾値ｘに任意の許容範囲を定めたものであってもよい。任意の許
容範囲とは、例えば、閾値ｘから±数％の値の範囲であり、測定値ｓが許容範囲内の値で
あれば測定値ｓを閾値ｘと同等の値であるとみなすこととしてもよい。なお、閾値ｔは任
意の回数測定した結果のうち最小、または、最大の値としてもよい。
【００５３】
　形態変化検出部４４０は、ＲＯＭ１９０に記憶された形態変化検出プログラム３４０を
実行する。
【００５４】
　タイマ部４５０は、開閉センサ２１０と協働して携帯端末装置１００の形態が開状態か
ら閉状態、及び、閉状態から開状態に変化するために要する時間を測定する。
【００５５】
　ここで、形態変化検出部４４０が検出する形態の変化について図５を用いて説明する。
図５の各図は、携帯端末装置１００がスライドして形態が変化した状態を示している。図
５（ａ）は、携帯端末装置１００の開状態を示す図である。図５（ｂ）は携帯端末装置１
００の閉状態を示す図である。図５（ｃ）は携帯端末装置１００の形態が完全に変化して
いない状態を示す図である。ここで、形態変化検出部４４０が行う処理について説明する
。形態変化検出部４４０は、閾値ｔ（ｓ）と、タイマ部４５０が測定する携帯端末装置１
００の形態変化に要する時間を比較する。閾値ｔとは、予めＲＯＭ１９０に記憶している
携帯端末装置１００が図５（ａ）から図５（ｂ）の状態、または、図５（ｂ）から図５（
ａ）の状態へ変化するために要する時間である。タイマ部４５０は、携帯端末装置１００
が図５（ａ）から図５（ｃ）の状態、または、図５（ｃ）から図５（ａ）の状態へ形態の
変化を開始したときから時間の測定を開始する。説明のために測定する時間は、測定時間
ａと定義する。
【００５６】
　形態変化検出部４４０は、測定時間ａが閾値ｔ以下であった場合、ユーザーが携帯端末
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装置１００の形態を無意識の操作により意図せずに変形したと判断する。一方、測定時間
ａが閾値ｔを超えた場合、形態の変化が正常に行われていないと判断する。つまり、形態
変化検出部４４０は、携帯端末装置１００が図５（ｃ）のように中途半端に形態が変化し
た状態であると判断する。通常、ユーザーは携帯端末装置１００を耳に当てて使用してい
る場合にこのような状態で携帯端末装置１００を使用することはなく、耳に当てていると
きに図５（ｂ）のような状態になれば、ユーザーに害悪が及ぶ虞がある。ユーザーに及ぶ
害悪とは、例えば、ユーザーの髪や異物が携帯端末装置１００に挟み込まれる、挟みこま
れた髪やアクセサリなどにより携帯端末装置１００が異常な動作をする、中途半端に形態
が変化して露出した第２筐体１０２の上面に備えられた操作部１２０にアクセサリなどが
接触してユーザーが意図しない入力、例えば通話の終了など、が行われることなどが考え
られる。他にも、開閉に応じて音や振動による報知が設定されている場合に意図しない形
態の変化に伴い必要のない報知が行われる、必要のない報知が行われることによって電力
を浪費する、必要のない報知によりユーザーが機能の使用を妨げられるなどが考えられる
。なお、閾値ｔは、タイマ部４５０が検出した、ユーザーが図５（ａ）から図５（ｂ）の
状態、または、図５（ｂ）から図５（ａ）の状態へ変化する時間を任意の回数測定した結
果の平均値とすることとしてもよい。平均値を閾値とすることで、ユーザーの使用方法に
即した形態変化の検出が可能となる。なお、閾値ｔは、ユーザーの使用方法に即した形態
変化の検出を行うために、測定された閾値ｔに任意の許容範囲を定めたものであってもよ
い。任意の許容範囲とは、例えば、閾値ｔから±数％の値の範囲であり、形態変化検出部
４４０は、測定時間ａが許容範囲内の値であれば、測定時間ａは閾値tと同じ値であると
判断することとしてもよい。なお、閾値ｔは任意の回数測定した結果のうち最小、または
、最大の値としてもよい。
【００５７】
　通知部４６０は、携帯端末装置１００を耳に当てて使用している場合に、ユーザーの無
意識の操作によって意図せずに携帯端末装置１００の形態が変化したときに、ＲＯＭ１９
０に記憶された通知データ３７０を読み出して、携帯端末装置１００の形態が変化した旨
をユーザーに通知する処理を実行する。
【００５８】
　なお制御部２２０には、図４に示した構成以外にも携帯端末装置１００に備えられた各
種機能を実行するための構成が含まれる。
【００５９】
　〔動作処理〕
　次に、電話着信処理部４１０が実行する電話着信プログラム３２０について図７を用い
て説明する。
【００６０】
　電話着信プログラム３２０では、まず判断部４２０が無線回路１７０を介して携帯端末
装置１００に電話の着信があるか否かを判断する（Ｓ１１０）。
もし携帯端末装置１００に着信がない場合、電話着信処理部４１０は、携帯端末装置１０
０に着信があるまで監視を続ける。
【００６１】
　一方、判断部４２０は、携帯端末装置１００に着信があると判断した場合、次に、操作
部１２０より着信に応答するための入力の操作があるか否かを判断する（Ｓ１２０）。
【００６２】
　判断部４２０が、着信に対する応答の入力がないと判断した場合、電話着信処理部４１
０は、振動部１５０、発光部１６０、表示部１１０によって着信の報知を行う（Ｓ１２５
）。
【００６３】
　一方、判断部４２０が、着信に対する入力の操作があると判断した場合、電話着信処理
部４１０は、無線回路１７０により通話を開始する処理を行う（Ｓ１３０）。
【００６４】
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　電話着信処理部４１０は、通話が開始されたときから通話が終了するまでＳ１３０～Ｓ
１９０の処理を実行する。
【００６５】
　Ｓ１４０では、使用状態検出部４３０が使用状態検出プログラム３３０を実行して、通
話中に携帯端末装置１００をユーザーが耳に当てて使用しているか否かを検出する。
使用状態検出部４３０が実行する使用状態検出プログラム３３０の処理の一例について、
図８を用いて説明する。
【００６６】
　はじめに、使用状態検出部４３０がタッチパネル入力部１１５に入力があるか否かを監
視する(Ｓ２１０)。
【００６７】
　タッチパネル１０５に入力があった場合、使用状態検出部４３０はタッチパネル１０５
の入力の面積を測定する（Ｓ２２０）。なおここでは説明のために測定した値を測定面積
ｓと記載する。
【００６８】
　次に使用状態検出部４３０は、予めＲＯＭ１９０に記憶されたタッチパネル１０５の入
力の閾値ｘを読み出して、測定面積ｓと比較する（Ｓ２３０）。閾値ｘは、タッチパネル
１０５にユーザーが、耳を接触した際の接触面積であり予め測定されてＲＯＭ１９０に記
憶されている。
【００６９】
　次に、判断部４２０が測定面積ｓの値が閾値ｘよりも小さいと判断した場合、使用状態
検出部４３０は、図７に示したＳ１３０の通話処理を実行、つまり通話を継続する。測定
面積ｓの値が閾値ｘ以下であるとは、ユーザーがタッチパネル１０５に耳を当てていない
状態である。
【００７０】
　一方、判断部４２０が測定面積ｓの値が閾値ｘを超えたと判断した場合、使用状態検出
部４３０は、Ｓ１５０の通知処理を実行する。閾値ｘの方が測定面積ｓの値以上とは、ユ
ーザーがタッチパネル１０５に耳を接触している、つまり、ユーザーが携帯端末装置１０
０を耳に当てて使用している状態である。
【００７１】
　図７の説明に戻る。Ｓ１４０において、使用状態検出部４３０が携帯端末装置１００を
耳に当てて使用されていると判断した場合、使用状態検出部４３０が使用状態検出プログ
ラム３３０を実行する（Ｓ１５０）。
【００７２】
　ここで、図９に示すフローチャートを用いて形態変化検出部４４０が行う処理の一例に
ついて説明する。
【００７３】
　形態変化検出プログラム３４０では、まず形態変化検出部４４０が、開閉センサ２１０
からの入力をもとにして携帯端末装置１００に形態の変化があるか否かを監視する（Ｓ３
１０）。
【００７４】
　形態変化検出部４４０が形態の変化を検出した場合、つまり開状態から閉状態、または
、閉状態から開状態への変化を開始した場合、タイマ部４５０が時間の測定を開始する（
Ｓ３２０）。ここでは説明ために、タイマ部４５０が測定する時間を測定時間ａ（ｓ）と
定義する。
次に、形態変化検出部４４０は、閾値ｔと時間ａとを比較する（Ｓ３３０）。閾値ｔとは
、携帯端末装置１００が開状態から閉状態、または、閉状態から開状態に変化するために
要する時間（ｓ）である。
【００７５】
　Ｓ３３０の処理において、閾値ｔよりも測定時間ａの方が短いか、または、同等であっ
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た場合、つまり、形態の変化が正常に行われた場合、図７のＳ１５０の処理に戻る。形態
の変化が正常に行われた場合とは、ユーザーが意図的に携帯端末装置１００の形態を変化
した場合である。
【００７６】
　一方、閾値ｔよりも測定時間ａの方が長い場合、つまり、状態の変化が正常に行われな
かった場合、図７に示すＳ１６０の処理を実行する。
【００７７】
　図７の説明に戻る。ユーザーが携帯端末装置１００にて通話中に、携帯端末装置１００
を耳に当てて使用している場合に、ユーザーの無意識の操作によって意図せずに携帯端末
装置１００の形態変化があったとき、通知部４６０は通話の継続に支障をきたす虞がある
旨をユーザーに通知する。
【００７８】
　次にＳ１７０の処理では、判断部４２０が、携帯端末装置１００が正常な形態に直され
たか否かを判断する。判断方法は、開閉センサ２１０が、再度、開状態または閉状態に変
化したことを検出することによって行う。つまり、携帯端末装置１００の使用状態が中途
半端な開状態または、閉状態から完全な開状態または、閉状態に直されたか否かを検出す
る。
【００７９】
　もし、判断部４２０が携帯端末装置１００の状態が正常な状態に直されていないと検出
した場合、通知部４６０は通知を継続する。
【００８０】
　一方、判断部４２０が、携帯端末装置１００の状態が正常な状態に直されたと判断した
場合、次に、判断部４２０は、通話の終了の操作があるか否かを判断する。
【００８１】
　判断部４２０が通話の終了の操作があると判断した場合、電話着信処理部４１０は、通
話を終了する。
【００８２】
　一方、判断部４２０は通話の終了の操作がないと判断した場合、Ｓ１３０の処理に戻り
通話を継続する。
【００８３】
　〔変形例〕
　なお上記した実施例は、本発明の携帯端末装置１００に係る実施の一例であり、本発明
の実施の形態に記載した範囲内において適宜変更できるものとする。
本実施例においては耳に当てて使用する場合として着信に対する応答を例に説明をしたが
、耳に当てて使用している場合として、電話発信、録音メッセージ再生、メッセージ録音
、音楽データ再生などが含まれる。
【００８４】
　例えば、本発明は、図１０に示すようなタッチパネル１０５を２枚備えた携帯端末装置
１０００においても実施することができる。図１０（ａ）、（ｂ）、（ｃ）に示す形態の
変化は図５（ａ）、（ｂ）、（ｃ）に示す携帯端末装置１００の形態の変化に対応する。
携帯端末装置１０００においては、２枚のタッチパネル１０５のいずれか、又は、両方が
、操作部１２０が行う機能を備えることとしてもよい。使用状態の検出は、２枚のタッチ
パネルのうち携帯端末装置１０００を折りたたんだときに上側に配置されたタッチパネル
１０５によって行うことしてもよい。なお、図１０に示した携帯端末装置１０００に付し
た符号と、本実施例にて示した携帯端末装置１００に付した符号はそれぞれ対応する構成
を指すものとする。
【００８５】
　例えば、携帯端末装置１００をユーザーが耳に当てて使用しているか否かを検知するセ
ンサとして、近接センサを備えてもよい。近接センサを用いた使用状態の検出においては
、本実施例でタッチパネルが測定する面積の代わりに、センサから所定の距離内に、測定
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対象があるか否かを検出することによって、ユーザーが携帯端末装置を耳に当てて使用し
ているか否かを判断する。つまり、近接センサの検出距離内にユーザーが近づいたか否か
によって使用状態の検出を行う。
【００８６】
　例えば、本実施例においては、使用状態をタッチパネルに接触する面積を測定すること
により行うこととしたが、面積に代えてタッチパネルに接触する対象の形状によって使用
状態を検出することとしてもよい。つまり、予めユーザーがタッチパネルに耳を接触した
ときの入力（ここでは耳がタッチパネルに接触しているときに接触している形状を測定対
象とする）を閾値としてＲＯＭ１９０に記憶しておく。そして、ユーザーがタッチパネル
に耳を接触したときの入力と予め記憶しておいた閾値とを比較することによって使用状態
の検出を行うこととしてもよい。
【００８７】
　例えば、携帯端末装置１００をユーザーが耳に当てて使用しているか否かを検知するセ
ンサとして、タッチパネル１０５の近傍に照度センサを備えてもよい。この場合、通話を
開始する前の周囲の照度と、ユーザーが携帯端末装置１００を耳に当てて使用している際
の照度に一定の許容範囲を設けた値を予めＲＯＭ１９０に記憶しておく。一定の許容範囲
とは、測定した照度に±数％値の範囲を設けたものである。もし通話中に、照度センサが
測定している照度が、予めＲＯＭ１９０に記憶された耳に当てて使用している照度の許容
範囲内の値となれば、使用状態検出部４３０は、ユーザーが携帯端末装置１００を耳に当
てて使用していると判断する。一方、照度センサが測定する照度が、予めＲＯＭ１９０に
記憶された許容範囲の値を外れた値に変化した場合、使用状態検出部４３０は、ユーザー
が携帯端末装置１００を耳に当てて使用することを中断したと判断する。
【００８８】
　例えば、照度センサを携帯端末装置１００の正面と背面に照度センサを設けて使用状態
の検出を行うこととしてもよい。具体的には、正面と背面に設けた照度センサが検出する
照度がほぼ同等の照度となった場合、使用状態検出部４３０は、ユーザーが携帯端末装置
１００を耳に当てて使用していないと判断する。一方、正面と背面に設けた照度センサが
検出する照度に一定の差がある場合、使用状態検出部４３０はユーザーが携帯端末装置１
００を耳に当てて使用していると判断する。
【００８９】
　例えば、通知部４６０が行う通知は表示部１１０に表示する情報を点滅して通知しても
よい。点滅して通知を行うことにより、ユーザーが耳に当てて携帯端末装置１００を使用
している場合に、ユーザーは無意識の操作によって意図せずに携帯端末装置１００の形態
が変化したことに容易に気づくことができる。
【００９０】
　例えば、電話着信処理部４１０は、ユーザーが予め定められた入力をタッチパネル１０
５、または、操作部１２０より行った後に携帯端末装置１００の形態が変化した場合、ユ
ーザーの意志に基づく形態の変化であると判断して通知を行わない。
【００９１】
　例えば、電話着信プログラム３２０は、操作部１２０、または、タッチパネル１０５か
ら電話着信プログラム３２０を中断する入力があった場合、いずれの処理を実行している
場合においても電話着信プログラム３２０を中断することとしてもよい。
【００９２】
　例えば、携帯端末装置１００は、タッチパネル１０５、及び操作部１２０からの入力を
無効にする入力無効部を備えることとしてもよい。例えば、入力無効部は、ユーザーが携
帯端末装置１００を耳に当てて使用している場合に、形態変化検出部４４０が、ユーザー
の意図しない形態の変化を検出した場合、タッチパネル１０５、及び操作部１２０からの
入力が制御部２２０へ入力されることを禁止することにより、入力を無効にする処理を実
行することとしてもよい。
【００９３】
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　例えば、本発明の実施例においてはスライド可能な携帯端末装置を例に挙げて説明した
が、第１筐体と第２筐体が回動可能な携帯端末装置や、第１筐体と第２筐体を折りたたむ
ことが可能な携帯端末装置であってもよい。
【符号の説明】
【００９４】
１００　携帯端末装置
１０１　第１筐体
１０２　第２筐体
１０５　タッチパネル
１２０　操作部
１３０　スピーカ
１４０　マイク
１５０　振動部
１６０　発光部
１７０　無線回路
１７５　アンテナ
１８０　撮影部
１９０　ＲＯＭ
２００　ＲＡＭ
２１０　開閉センサ
２２０　制御部
３１０　プログラム記憶領域
３２０　電話着信プログラム
３３０　使用状態検出プログラム
３４０　形態変化検出プログラム
３５０　データ記憶領域
３６０　アドレス帳
３７０　通知データ
４１０　電話着信処理部
４２０　判断部
４３０　使用状態検出部
４４０　形態変化検出部
４５０　タイマ部
４６０　通知部
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